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第63期 中間期株主通信 平成27年4月1日〜平成27年9月30日

株主の皆様へ

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　ここに当社第63期中間期の株主通信をお届けするにあたり、
一言ご挨拶を申しあげます。
　当中間期の事業環境は、グローバルゲーミング市場での北米
新規カジノのオープン数の減少、また、国内遊技場向機器市場
での設備投資の抑制など、厳しい状況が続きました。
　その結果、売上高については、昨年買収したゲーミング用プ
リンター事業の寄与により増加いたしましたが、利益面では、
販管費の増加や欧州での米ドルとユーロの為替変動により減
益となりました。
　このような状況のもと、プリンター事業につきましては、引
き続き当社の既存事業とのシナジー効果の発揮により、さらな
る業績向上を目指すとともに、ゲーミング事業と併せて新たな
事業の柱として注力する国内及び海外のコマーシャル（金融・
流通・交通等）事業につきましても、国内での外貨両替機の販売
拡大や、アジアや東欧の新興国における現金決済の自動化の
進展をにらんだ貨幣処理機器の需要確保などに注力してまい
ります。
　また、当期より業績貢献への達成意欲を一層高めるため、取
締役に対する株式報酬型のストックオプションを導入して、中
期経営計画の達成促進を図っております。
　なお、株主の皆様への利益還元につきましては、今期の中間
配当金は、前年同期と同様に1株当たり8円50銭とさせていた
だきました。
　株主の皆様におかれましては、引き続きご支援ご鞭撻を賜り
ますよう宜しくお願い申しあげます。

敬具
平成27年12月

代表取締役社長



自動外貨両替機『ＣＥ-i６』を発売！
　本年9月に、外貨と日本円を1台で両替できる自動外貨両替機「CE-i6」
を発売いたしました。本製品は、64種類（約140か国）の外貨に対応して
おり、2020年の東京オリンピック開催に向けて、増加が見込まれる訪日
外国人旅行客の両替需要に応えられるものと期待しております。
　現在、空港や銀行を中心に設置を進めておりますが、利便性（外貨両替
業務に必要なトータルサービスの提供）と安全性（盗難被害対策）を兼ね
備えた本製品の特長を活かし、今後は商業施設
や観光地にまで設置対象となる市場を拡大す
るなど、外貨両替そのものをATMでの入出金の
ような、日常生活における一般的な行為となる
よう普及に努めてまいります。
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当連結会計年度よりセグメント区分を見直し、報告セグメントを、従来の「日本地域」「北米地域」「欧州地域」「アジア地域」の4区分から、「グローバルゲーミング」「海外コ
マーシャル」「国内コマーシャル」「遊技場向機器」の4区分に変更しております。また、過年度の数値は変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

注）本中間期株主通信においては、第2四半期累計期間（6か月）を便宜上、全て中間期と表示いたしております。また「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当連結会計年度より、「中間（当期）純利益」を「親会社株
主に帰属する中間（当期）純利益」としており、前連結会計年度までの科目名も統一しております。
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中間連結貸借対照表 （単位：百万円）

中間連結損益計算書 （単位：百万円）

昨年買収したゲーミング用プリンター事業の売上が加わったことや、海外コマーシャル（金融・流通・交通等）市場において堅調な需
要がみられたことにより、売上高は前年同期比8.8%の増加となりました。一方、利益面では、北米ゲーミング市場において、新規カジノ開設の
減少による紙幣識別機ユニットの販売減少や、欧州におけるユーロ安に伴う利益率の低下により、営業利益は前年同期比14.5%減少し、また、
前年同期に計上した為替差益の縮小により、経常利益は前年同期比33.3%、親会社株主に帰属する中間純利益は前年同期比38.9%、それぞれ減
少いたしました。

注）「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当連結会計年度より、「中間純利益」を「親会社株主に帰属する中間純利益」としており、前連結会計年度の科目名も統一しております。

資産では、日本国内の減収要因などにより流動資産の「受取手形及び売掛金」、金型投資の下半期への持ち越しや保有株式の一部売却に
より固定資産が、それぞれ減少しております。
　負債では、市況に対応した生産調整の実施により流動負債の「支払手形及び買掛金」が減少しております。
　純資産は、主に親会社株主に帰属する中間純利益の計上により、増加しております。
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会社概要＆株式の状況　（平成27年9月30日現在） Corporate Profile & Stock Information

商号 日本金銭機械株式会社
JAPANCASHMACHINECO.,LTD.

設立 昭和30年（1955年）1月11日
本社 大阪市平野区西脇2丁目3番15号
東京本社 東京都中央区東日本橋2丁目23番2号
資本金 2,216,945千円
当社グループ拠点
（国内主要営業拠点） 大阪、東京、札幌、仙台、金沢、静岡、名古屋、

広島、高松、福岡、鹿児島
（海外主要営業拠点） ラスベガス（米国）、デュッセルドルフ（ドイツ）、

シドニー（豪州）、ミルトンキーンズ（英国）、
マカオ、上海（中国）

（研究開発拠点） 大阪、東京、バンコク（タイ）
（生産拠点） 長浜（滋賀）、香港、深圳（中国）

会社概要

株主メモ

取締役及び監査役

株式の状況

株式分布状況

株価・出来高の推移

大株主（上位10名） 

発 行 可 能 株 式 総 数 118,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 29,662,851株
単 元 株 式 数 100株
株 主 数 20,193名

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
上 東 興 産 株 式 会 社 4,661 17.28
上 　 東 　 宏 一 郎 2,707 10.03
上 　 東 　 洋 次 郎 1,458 5.41
上 東 好 子 874 3.24
株 式 会 社 り そ な 銀 行 629 2.33
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 503 1.87
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 403 1.49
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 389 1.44
トーターエンジニアリング株式会社 297 1.10
日 本 金 銭 機 械 従 業 員 持 株 会 221 0.82

▶個人、その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19,531千株（65.85%）
▶事業法人、その他法人・・・・・・・・・・・5,644千株（19.03%）
▶外国法人等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・572千株（ 1.93%）
▶金融機関・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,689千株（12.44%）
▶証券会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・223千株（ 0.75%）

株式数
29,662
千株

取締役会長 上東　宏一郎
代表取締役社長 上東　洋次郎
常務取締役 牧　　比佐史

伊澤　輝
取締役 鳴尾　英治

高垣　豪
吉村　泰彦

社外取締役 ブライアン・アンドリュー・スミス
吉川　興治

常勤監査役 中村　泰三
田村　幸夫

社外監査役 小泉　英之
森本　宏

注）上記のほか、自己株式が2,684千株あります。なお、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

〒547-0035　大阪市平野区西脇２丁目３番15号
〈お問い合わせ先〉広報・IR室　TEL(06)6703-8400

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年６月開催

基 準 日
定時株主総会　毎年３月31日
期末配当金　毎年３月31日
中間配当金　毎年９月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

【株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について】
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出及びご照会は、
口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されていな
い株主様は、下記の電話照会先にご連絡ください。

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目５番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 0120-782-031（フリーダイヤル）
（受付時間　平日９時～17時）

（ホームページURL） http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

【特別口座について】
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ
た株主様には、株主名簿管理人である左記の三井住友信託銀行株式会社に口座
（特別口座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照会及
び住所変更等のお届出は、左記の電話照会先にお願いいたします。

公 告 方 法

電子公告により行う。ただし、電子公告によることがで
きない事故、その他やむを得ない事由が生じたときは、
日本経済新聞に掲載して行う。
（公告掲載URL）
http://www.jcm-hq.co.jp/

上場証券取引所 東京証券取引所　市場第１部

証 券 コ ー ド 6418

株価（円） 出来高（千株）

平成27年
7654 98 0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000


